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内部統制報告書に関するお知らせ 

 
 当社は、金融商品取引法第 24条の４の４第 1項にもとづき、平成 22年 7月 30日、関東財務局に
提出いたしました内部統制報告書において、下記の通り平成 21年 3月期および平成 22年 3月期に
おける財務報告に係る内部統制が有効でなかった旨、報告しておりますので、お知らせいたします。 
 

記 
 
1. 不備事項ならびに事業年度末までに是正されなかった理由 
平成 22 年 3 月 16 に行われた監督官庁による立入検査を契機として、平成 16 年 3 月期から平成

22年 3月期までの期間にて、当社創業者である取締役 3名により、不適切な会計処理が行われてい
たことが判明いたしました。当該取締役３名は当社の内部統制上の各財務報告プロセスにおいて、決

裁者となっており、不適切な会計処理を行っていた取締役が決裁者となっている内部統制プロセス自

体に疑義が生じました。 
また、事業年度末までに是正されなかった理由としましては、詳細な事実が判明した時期が平成

22年 3月 31日よりかなり遅かったことにより、適切な内部統制への対応に必要な体制整備ができて
いなかったためであります。 
 
2. 評価結果に関する事項 
 上記 1.に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼす可能性が高く、
重要な欠陥に該当すると判断いたしました。したがって、当事業年度末日時点において、当社の財務

報告に係る内部統制は有効でないと判断いたしました。 
 
3. 重要な欠陥への是正策 
 当社は、財務報告に係る内部統制の整備および運用の重要性を認識しており、上記２.に記載した
事項が今後発生しないよう、以下の是正策を考えております。 
①当社の取締役、監査役および従業員が誠実かつ適切な行動をとるための、共通の価値観・倫理観を

具体化したコンプライアンス行動基準の制定。 
②コンプライアンス行動基準を逸脱する行為に関する通報と是正手順および通報者が不利益な扱い

を受けないように、監視・保護する手順について定める内部通報規程の制定とその内容の周知徹底。 
③財務報告の虚偽記載を防ぐため、内部統制評価マニュアルを改訂し、より高感度に内部統制の不備

を発見する評価および報告体制の強化。 
④内部監査室の活動の活発化およびモニタリングの強化。 



なお、不適切な会計処理に係る訂正は平成 22年 7月 30日提出の平成 22年 3月期有価証券報告書に
反映済であり、財務諸表に及ぼす影響はありません。 
 

以上 


